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	　第1号（令和元年７月10日）
沖縄県立泡瀬特別支援学校
センター長研員　仲間　京子


[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter1\P022-023\023-02.jpg][image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter1\P028-029\028-10.jpg]　みなさん、こんにちは　高等部在籍の仲間京子です。　只今、1年間長期研修員として総合教育センターで勉強させてもらっています。先日は、アンケートへのご協力ありがとうございました。その結果（裏面）を受け、この度、「総合的な探究（学習）の時間のお便り」略して「総探便り」を発行することにしました。総探に限らず、皆さんに少しでもお役に立てる情報を発信していけたらと考えていますので、よろしくお願い致します。
　また、何号か出す中で、興味関心をもっていただけた方、はじめは有志で「総探の勉強会」を立ち上げたいと考えています。気軽に声をかけて下さい。（事務室前の私の書棚に名前と所属を書いたメモを入れて下さると助かります。勉強会の日時は、集まった皆さんで相談したいと思います。）

１．社会的背景から学校教育に求められていることとは　平成30年3月に出された新学習指導要領解説によると、我が国は、予測が困難な時代となっています（スライド１）。このような時代にあって、学校教育には、「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働し、課題を解決していくこと」等が求められており、主体的・協働的な学びの重要性が示されています（スライド２）。
　さらに、教育基本法第２条では、一人一人の生徒が「豊かな人生を切り拓き」、「持続可能な社会の創り手」となることができるようにするとされています。これは、障害のあるなしに関わらず、皆、自分らしい人生を送れるようにすると共に、社会の一員としての意識がもてるような教育を学校は求められているのだと考えます（スライド３）。
　では、私たちは、具体的にどのような教育をしていけばいいのでしょうか？ヒントは、新学習指導要領と解説にあります。でも、読み解くには時間がかかりますし大変です。また、そこには大綱的なことが書かれていて、実際の授業づくりについては、各学校の子供たちに合わせて私たちが考えていくことになります。（今年度の校内研修での取り組みもここですね！）
[bookmark: _GoBack]　この変化が激しい社会の中で、子供たちだけでなく、私たちも学び続けたいものです。みんなそれぞれの得意なことやアイディアを出し合って「主体的・協働的」な学びで目の前の子供たちのために考えていけたらいいなと思います
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[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter1\P024-025\025-02.jpg]２　アンケート結果（一部）の報告
[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter2\P048-051\051-03.jpg]　学習の指導・支援のカギは、「児童生徒の実態把握」ですね。本校においては、健康面の把握が非常に大切であり、子供たちの興味関心がどこにあるのかを探ることも、とても重要なポイントの一つです。
　今回のアンケート問１では、子供さんたちの「夢や興味関心、疑問、困っていることなどを知ろうとしていますか？」でした。流石、ほとんどの方が何らかの手段で大体把握をされていました。若干、「知らない」と回答した方もいましたが、その理由は、「保護者の話によるもので本人はどうなのかわからないから」など慎重な見方からかと思います。他号で報告しますが、「主体的」な学びや「探究的な学習」を考える際にも、この子供たちの興味関心等の把握はとても大事になってきます。

[image: C:\Users\tyouken\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\093-05.jpg]　次に、「探究的な学習」についてです。このアンケートでは、故意に定義を書かず、皆さんが考えているイメージをお聞きしました。記述では、「自ら課題を発見し、解決する学習」、「体験的な活動を通して身につけた知識を更に活用して理解を深めていく」、「興味関心をもったものに対して、自ら考え追求（調べる）」等々たくさん書いていただきました。みなさんよく考えていらっしゃるなあと感じました。　これについても、詳しくは他号で書きたいと思います。
まずは、アンケート結果から・・・
◆　図１の「探究的な学習」について、どのくらい理解していますかでは、「①よく理解している」、「②少し理解している」は半数以下で、「③よくわからない」の割合が、無回答も含めると、半数以上でした。





◆　図２は、「探究的な学習」を取り入れていますかの質問です。「はい」は、半数以下で、どの学部も半数以上が「いいえ」という回答でした。
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どうしようかな？
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　「探究的な学習」については、学習指導要領解説「総合的な学習の時間」編でいろいろと書かれていますが、実際、本校の児童生徒の活動としては、どんな内容や方法がいいのか、みんなでアイディアを出し合って考えられたらいいなと思います。
[image: C:\Users\tyouken\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\026-02.jpg]予告：次号「総合的な学習の時間」と「総合的な探究の時間」との違いなど
	
図１　「探究的な学習」の理解

①よく理解している	
小学部	中学部	高等部	0	0	3.125	②少し理解している	
小学部	中学部	高等部	19.444444444444446	41.666666666666671	40.625	③よくわからない	
小学部	中学部	高等部	75	50	28.125	④無回答	
小学部	中学部	高等部	5.5555555555555554	8.3333333333333321	28.125	



図２「探究的な学習」を取り入れていますか

はい	
小学部	中学部	高等部	16.666666666666664	33.333333333333329	31.25	いいえ	
小学部	中学部	高等部	80.555555555555557	58.333333333333336	59.375	無回答	
小学部	中学部	高等部	2.7777777777777777	8.3333333333333321	9.375	
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